















































































































ラ・ボルト(Ｄｅ la ＰＯＲＴＥ)，パングロウ(Ｃ. ＰＥＮＧＬＡＯＵ)の名前を挙げ
ている。
　レオティは(会計標準化の先駆者の一人である15)｣。彼は1903年に出版























　デュマルシエは1914年の『会計の実証理論』（Ｌａ theorie positive de la
comptabilite),1925年の『近代会計：哲学，科学，技術という３つの観点
での会計理論の合理的構成の試み』（Ｌａ comptabilitemodeme : essaide consti-
tution rationnelled'une disciplinecomptable au triplepoint de vue philisophique,
scientifique,et technique),および1926年の『科学的原価理論』(Theorie scienti-









































































協会(Association Internationale de Comptabilite一以下, AICと略称する）とカ

















































































































































































ＡＩＣとルーマニア会計士高等審議会(Conseil superiurdu corps des experts-
comptableset comptablesautorisesde Roumanie)の主催で開催された。この会
議には「ドイツ，イギリス，オーストリア，ペルギー，ブラジル，ブルガ
リア，フランス，オランダ，ハンガリー，イタリア，チェコスロバキア，
スイスの代表団が参加し38）」ていた。そしてそこでのテーマは「①行政部
門への複式簿記会計の適用，②会計と税務(fisc),③公的機関を代表する
専門会計士の役割と機能39）」であった。
　続いて1935年８月17日から19日まで，第８回国際会計会議がブリュ
ッセル博覧会の際にＡＩＣの主催で開催された。会議では「一般会計」「公
会計」「教育」「専門的利害」の４つの部会に分かれ討論された。「一般会
計」を担当する第１部会では会計用語，会計と統計，後発事象，「公会計」
を担当する第２部会では各国の社会会計，グローバルなレペルでの貸借対
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照夫，政府の貸借対照表，プラン・コンタブルに基づく複式簿記による政
府会計が主要なテーマであった40）。
　パンスルーによれば，その後国際会計士会議(Congres international
d'expert)やベルリン国際会計会議などが聞かれているが41)同様の形式の
国際会計会議は1939年の水博覧会(Exposition de l'Eau)の際にリエージュ
で開催された第10回国際会計会議42）が最後である。そしてこの会議には
（23カ国の代表団が参加し43）」，「一般会計」「法と立法府」「統計的刊行」
「組織，査定(expertise),景気，予測」「専門的利害」の５つの部会に分か
れて討論が行われた。「一般会計」を担当する第１部会での議論は海上お
よび河川会計，水運輸送会計が中心であった。
　この最後の第10回会議は第８回目までの会議と少し趣の異なった会議
になっている。すなわち第６回バルセロナ国際会議の後，第７回および第
８回の会議ともほぼ同様の傾向，つまりプラン・コンタブルによる会計標
準化，その社会会計への適用を意識したものになっている。フランス流の
会計思考をさらに発展させようとするものであった。しかしながら第10
回会議における議論は23カ国の代表団が参加したにもかかわらず，少な
くともパンスルーの著書によれば，きわめて当たり障りのないテーマにな
ってしまっているといえよう。そして同年，第２次世界大戦が勃発し，翌
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年，フランスはドイツに降伏，占領されるのである。
　本稿でわれわれは20世紀前半のフランスを中心とした西欧社会で，会
計標準化が展開されてきたその状況について考察してきた。そしてその結
論は会計理論と技術の発展を背景として，フランス国内およびヨーロッパ
大陸諸国を中心とした西欧各国において，商業であれ，製造業であれ，す
べての企業に対して，原価会計（分析会計）を財務会計（一般会計）に有機
的に結合し，両者を１つの体系に包含した会計の適用を義務化する。そこ
ではすべての勘定科目を分類し，10進法によるコードを付す。それによ
って企業の経済活動を明確に把握すること，企業間比較を行うことを可能
にし，さらにそれを国民経済計算にも結びつけるという，プラン・コンタ
ブルによる会計標準化，フランス流の会計思考が存在し，進展していたこ
とが明確になったとわれわれは考えるのである。
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